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株式会社メガチップス　事業概要

用語説明

メガチップスASSP製品　アプリケーション例　

MEMSタイミングデバイス - SiTime製品

LCD Timing Controller

Smart Connectivity LSI - DisplayPort

Sensor Hub LSI - frizz

通信用LSI

BlueChip Wireless

BlueChip PLC

BlueChip PLC Multi-hop

グローバルネットワーク

品質・環境方針

日本および海外拠点

2

2

3

5

7

9

11

13

15

16

17

17

18

I N D E X

MegaChips Corporation ASSP Products Catalogue

注意事項

本カタログの記載内容は予告なしに変更することがあります。製品のご購入やご使用に際しては、事前に最新の製品規格または仕様書を当社営業窓口にご確認ください。
当社は、本カタログで紹介する製品の商品性、安全性および特定使用目的への適合性の保証をはじめ、本カタログで提供する情報に関する保証は、黙示的にも明示的にも、
一切致しません。 
本カタログに記載の製品のうち、外国為替及び外国貿易法に定める規制貨物等に該当するものを輸出する場合、同法に基づく輸出許可が必要です。
本カタログに記載の会社名、製品名およびロゴなどは、各社の商標または登録商標です。



Internet of Thingsの略称で、あらゆるモノがインターネットを通じて接続され、モニタリングやコントロールを可能にするという概念・コンセプ
トを指します。

腕や頭部など、身体に装着して利用することを想定した電子デバイスです。

Micro Electro Mechanical Systemの略称で、半導体プロセス技術を使って製造される電気駆動の機械構造を内蔵する部品の総称です。

液晶ディスプレイなどのデジタルディスプレイ装置のために設計された映像インターフェースの規格です。標準化団体であるVESAによって
2006年5月に制定されました。

Video Electronics Standards Associationの略称で、ディスプレイ関連技術の標準化を行う団体です。

加速度センサ等のセンサから得られたデータの処理を、メインプロセッサの代わりに低消費電力で行う当社のfrizz製品のことを指します。

Pedestrian Dead Reckoning（歩行者推定航法）の略称で、加速度センサやジャイロセンサなどのセンサ情報に基づき、歩行者の移動軌跡を
算出する屋内測位方式の一つです。

Power Line Communicationの略称で、電力線を通信回線として利用する技術です。

無線通信と電力線通信を組み合わせた当社独自のネットワーク通信技術（2012年3月期特許出願）を指します。

スマートメーターなどの通信・制御機能を活用して停電防止や送電調整、多様な電力契約の実現などを可能にした電力網を指します。

IEEE 802.15.4gに準拠した当社BlueChip Wireless製品のことを指します。

通信速度を抑え、低消費電力を実現する近距離無線ネットワーク規格（IEEE 802.15.4）を拡張し、 主に産業用途の機器間接続に適した無線通信
規格です。

メガチップスは強みを持つローパワー設計、画像・信号処理、通信技術を駆使し、IoT時代の機器開発に不可欠なキーとなるLSIを

ASSP（特定用途向けLSI）製品として提供しています。パソコンやスマートフォンに加え、ウェアラブル機器や車載器、医療機器、産業

機器など、あらゆるモノがネットワークにつながる時代に向け、今後も研究開発を加速し、お客様の製品開発を支援する“プラット

フォーム”の強化を通じて、世界の先端機器のマーケットを開拓していきます。



Host Processor

T-CON

Timing Device
40 MHz

Smart
Connectivity
Product

Acceleration 
Sensor

Gyro
Sensor

Magnetic 
Sensor

frizz

Power
Management

Timing Device
32.768 kHz

Timing Device
26 MHz

Timing Device
19.2 MHz
TCXO

Flash
Memory DRAM

image 
stabilization

LCD Panel

LCD Monitor

N

Timing Device
40 MHz

スマートフォン・タブレット・ウェアラブルデバイス

メガチップスASSP製品紹介

MEMSタイミングデバイス 独自設計技術で開発されたシリコンベースのMEMS発振器です。

高解像度の映像を高速伝送、変換（DP⇔HDMI等）する
映像インターフェース製品です。

複数センサから得られた情報を集約し、
低消費電力で高度な演算を実現するLSIです。

低消費電力で幅広いエリアをカバーする
SubGHz帯無線通信用LSIです。

p.5

p.9

p.7

p.11

p.13

p.15

Smart Connectivity LSI 

Sensor Hub LSI

無線通信LSI

電力線等の既設配線を使い、
またマルチホッピングにも対応したブロードバンド通信用LSIです。PLC通信LSI

LCD Timing 
Controller LSI

Timing Device

Smart Connectivity
Product

frizz

BlueChip Wireless

BlueChip PLC

T-CON 多様な入出力インターフェースと幅広い解像度に対応した
液晶パネル向けタイミングコントローラLSIです。
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メガチップスASSP製品　アプリケーション例



T-CON

Smart
Connectivity
Product

BlueChip 
Wireless

MCU
（RTC）

Selector IC

WiFi & BT Module

Image 
Processing
LSI

Main Processor

Bio 
Sensor

BlueChip PLC

Timing Device
24.5 MHz

Timing Device
31.25 MHz

Timing Device
40 MHz

Timing Device
32.768 kHz

Timing Device
26 MHz/40 MHz

frizz BlueChip 
Wireless

Tuner
Module

VGA
Interface

HDMI
Interface

USB Interface

MCU（RTC）

Audio DSP 

B-CAS
Interface

Backlight
Control IC

SubGHz Band 
Wireless Communication

Node Side

Access Point Side

LCD Panel

Server

Ethernet

9-axis
Motion 
Sensor

Use ICT to monitor 
animal products and 
agricultural markets

Audio SpeakersTiming Device
24.5 MHz

Timing Device
25.4 MHz

Timing Device
27 MHz

Timing Device
32.768 kHz

Timing Device
36 MHz

Timing Device
36 MHz

Timing Device
40 MHz

ディスプレイ・テレビ・映像機器

産業通信機器

アプリケーション構成図およびタイミングデバイスの周波数は、一例です。
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主な特徴

アプリケーション例

高精度1

高信頼性2

小サイズ3

低消費電力4

高耐衝撃性5

低コスト6

多機能7

短納期8

独自の周波数変換回路（PLL）により、低ジッタで高い発振精度を実現。

水晶発振器に比べ経年変化が少なく、幅広い環境温度で使用可能。

発振開始時の波形が安定しており、システム起動時の消費電力を抑制。
 32kHz発振器ではTypical 1μA以下、MHz発振器（SiT8021）では
Typical 60μA程度と世界最小クラスの消費電力。

MEMS振動子自体が微小で、振動・衝撃の影響を受けにくい。

kHz帯、MHz帯の両方の製品で、世界最小クラス 約1.5×0.8mmの
極小サイズを実現。

1Hzから625MHzまで幅広い周波数に柔軟に対応※。　※対応範囲は製品により変動します。
不要輻射対策として有効なSS（Spread Spectrum）付きの製品や差動出力の製品もラインナップ。

人工水晶からカッティングして作る水晶発振器に対し、一般的なCMOS ICを作る工程に近い
MEMS発振器は、大量生産に適しており、低コストで安定した品質を実現。

特殊な周波数の製品を入手するためには長い時間が必要である水晶製品に対し、
MEMS発振器は全周波数において短納期で提供可能。

Ultra-small & μPower Oscillators

1.5×0.8mm

MEMS

0 5mm

0
5m
m

メガチップスのグループ会社であるSiTime社が提供するMEMSタイミングデ

バイスは、周波数変換回路、温度補正回路を集積したCMOSチップとMEMS設

計技術によるMEMS振動子を一体化してパッケージにしています。独自設計技

術で開発されたシリコンベースのMEMSタイミングデバイスは、水晶ベースの

既存製品を凌駕する精度と信頼性、小型化、低消費電力、高耐衝撃性、大幅な

リードタイムの短縮、低コストを実現します。

小型、低消費電力が求められるウェア

ラブル・IoT機器や、高精度がキーとな

る電波基地局など、多様な用途に最

適な製品をラインナップしています。

モバイル・ウェアラブルデバイス
Smallest Size, Lowest Power, 
XTAL Replacement

民生機器
Best Cost, Shortest Lead Time, 
Smallest Size, Low Power

クラウド・ビッグデータ
Up to 625 MHz, ±10 PPM Stability,
Ultra Resilient, Shortest Lead Time

データ通信インフラ
Up to 625 MHz, ±2.5 PPM,
High Temp, Ultra Reliable

産業機器
High Temp, EMI Reduction,
50,000 g Shock, 70 g Vibration

自動車
AEC-Q100, Best Quality,
32 kHz to 137 MHz

Quartz

水晶デバイスからシリコンデバイスの時代へ
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MEMSタイミングデバイス



※TMII：Time Machine II Oscillator Programmer Kit.  





特徴

アプリケーション例

1

2
3

5
4

6

液晶テレビ市場における15年以上の製品出荷実績

 豊富な出荷実績に基づく優れた品質と信頼性

ハイビジョンから4Kの解像度に対応した液晶テレビとモニタ向け製品をラインナップ

 多種多様なIFマクロを取り揃え、ビデオIFにおいてはLVDSやV-by-One® HS、eDP等に対応可能

 顧客の製品仕様に合わせたASIC製品の開発も可能

ノートブックとタブレット向け製品はフルハイビジョンから4Kの幅広い解像度に対応

当社のLCD Timing Controller製品は、市場で人気のあるモバ
イル機器やディスプレイ製品などで採用されています。

Video IF
eDP Rx

ROM
Controller BIST

GPU

External
ROM

LCDGamma
Correction

Color Engine
Back Light
Control

Timing
Controller

Driver IF
Mini-LVDS
P2P eCLK

LCD Timing Controllerは、液晶パネルへ転送する画像データを制御するLSIです。多様な入出力インターフェースと幅広いディス

プレイ解像度に対応し、様々な通信プロトコルを満たす高速IO技術のほか、画像処理IPマクロも取り揃えています。当社製品は、大

型テレビをはじめノートブックやタブレットなど高精細化が進む液晶ディスプレイの開発を支援します。

For Notebook / Tablet diagram

● 液晶テレビ
● ノートブック
● スマートフォン
● カーナビゲーション

● 液晶モニタ
● タブレット
 ● デジタルサイネージ
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LCD Timing Controller



IFマクロ

IPマクロ

製品ラインナップ

Series Part number Function Application

W series

T series

M series

S series

N series

F series

F4

F3

F2

F1

W1

T1

M1

S1

S15

N2

4K2K and Full HD 240 Hz with built-in Over Drive / V-by-One® HS TV/Monitor

TV/Monitor

TV/Monitor

TV/Monitor

TV/Monitor

TV/Monitor

TV/Monitor

Notebook/Tablet

Notebook/Tablet

Notebook/Tablet

Frame Rate Converter (FRC) and 3D format Converter / LVDS

Full HD 120 Hz with built-in Over Drive / LVDS

Full HD 60 Hz with built-in Over Drive / LVDS

HD 60 Hz with Over Drive / LVDS

Full HD 60 Hz simple product / LVDS

De-MURA for Full HD / LVDS

Compatible with eDP 1.3 2.7 Gbps

Compatible with eDP 1.4a 2.7 Gbps

Compatible with eDP 1.3 2.7 Gbps for Full HD

*「V-by-One®」 および 「CalDriCon®」 はザインエレクトロニクス株式会社の登録商標です。

当社のパートナーが提供するIFを含め、多種多様なIFマクロを用意しています。

● Video Interface
・ LVDS
・ eDP
・ V-by-One® HS
・ MiPi DSI

● Driver Interface
・ mini-LVDS
・ iSP
・  CalDriCon®
・ USI-T
・ EPI

● Other
・ DRAM IF

高画質液晶ディスプレイに必要となる、多彩な画像処理IPマクロを用意しています。

● Over Drive
● Up-Scaling
● Color Space Distortion Correction

● Data Compression
● De-MURA
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PDR* VDR*
[TBD]

乗物検知歩数
歩行速度/距離

ジェスチャ認識 行動認識
睡眠判定

転倒検知 ジオフェンス脈拍測定 血圧測定
[開発中]

状態検知
[開発中]

ストレス度判定
[TBD]

心電ECG
[TBD]

脳波EEG
[TBD]

音声認識
[開発中]

主な特徴・機能

製品仕様

超低消費電力の実現1

frizzに最適化された高度なアルゴリズム2

Time to Marketの実現に貢献する評価/開発Kit3

d-ram

i-ram

SPI
Slave

I2C
Slave

32bit
DSP Core
ParaForce

Clock
Gen.

SPI
Master

I2C
Master

UART

GPIO
PWM

*PDR:Pedestrian Dead Reckoning, VDR:Vehicle Dead Reckoning

DSP

RAM

Power voltage

Power save mode

System

32 bit DSP Motion engine “ParaForce”
Max. Frequency 40 MHz
・ 3way VLIW
・ Floating Point 4way SIMD

• Timer 32 bit×4
• Dual Purpose RAM（32 bit×64 Word）: FIFO mode or Snap Shot mode
• Self Boot from SPI Flash memory
• Host CPU Download boot
• JTAG debug

Instruction RAM：256 KB
Data RAM：256 KB

Core 1.2 V
IO 1.8/2.5/2.8/3.3 V

Sleep/Stop/Standby mode

Power consumption

External interface

Device interface

Package

Active: 8.3mA@40 MHz
Sleep（fast）: 1mA@40 MHz
Sleep（slow）: 150 μA@100 kHz
Standby: 8.3 μA

Host CPU Interface：SPI or I2C
Dual Purpose RAM（32 bit×64 word）

UART×1, SPI×1（4 devices control）
I2C×1, GPIO×4

3.5 mm×3.5 mm×0.65 mm

Host 
Interface

Sensor/Peripheral
Interface

JTAGClock/Reset Input

Package size
3.5×3.5mm
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Sensor Hub LSI ‒ frizz



20.12 km/h
Now Speed

ランニング・コーチ 屋内高齢者見守り

ターゲットデバイス

 インドアナビゲーション1

2 フィットネス、ヘルスケア

ウェアラブルデバイスウェアラブルデバイス スマートフォンスマートフォン

アプリケーション例

開発環境
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frizz

3軸
加速度
センサ

3軸
地磁気
センサ

3軸
ジャイロ
センサ I2C

3軸
加速度
センサ

3軸
地磁気
センサ

3軸
ジャイロ
センサ I2C SPI/I2C

LED/LCD
3G/LTE

スマートフォン

ディスプレイ

Flash Memory
frizzファームウェア

Application
Processorfrizz

DRAM

Bluetooth
Low Energy
モジュール
frizz

ファームウェア
ログデータ

Cloud

ウェアラブルデバイス（フィットネス・ヘルスケア）ウェアラブルデバイス（フィットネス・ヘルスケア）



Antenna

主な特徴・機能

Lower MAC

Security
Engine

[AES-128]

Power 
Management

Interfacing Block

Memory

Matching 
Circuit

MCU
PHY

BlueChip Wireless [IEEE 802.15.4g]

SPI
I2C

2.1～3.6 V
36 MHz

Smart City

BlueChip Wireless（型番：MAB0100）は、コストパフォーマンスに優れたIEEE 802.15.4g準拠の低消費電力無線通信LSIです。外部マイコ

ンと組み合わせてモジュール化し、住宅、ビル・施設、工場などの無線通信インフラやIoT分野の新しいサービスの実現に貢献します。

また、BlueChip Wirelessと既設電力線を活用する電力線通信用LSIであるBlueChip PLCを組み合わせてハイブリッド通信化することに

より、幅広いエリアをカバーすることができます。

Package size 
5.0×5.0 mm

アプリケーション例
当社の低消費電力の SubGHz 帯無線通信は、様々な IoT や

M2M アプリケーション、コンシューマ向け最終製品だけでな

く、Smart Gridをはじめ、HEMS、BEMS等センサーネットワー

ク全般で利用できます。

●Wireless Sensor Networks (WSN)
●  Lighting Control
●  Alarm and Security systems
●Home and Building automation
●  Industrial/Factory automation
●  Remote monitoring and control
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通信用LSI - BlueChip Wireless



BlueChip Wireless通信評価キット“Shriker”

製品仕様

3

BlueChip Wireless Software Stack2

開発環境

6LoWPAN

Applications
C++APls

Event Framework

Crypto & Device Security
CMSIS

Device Management
Bootstrap, Security, FOTA

Threads CoAP, HTTP, MQTT, LWM2M
TLS, DTLS

IEEE 802.15.4 MAC
RF driver

IPv4, IPv6 6LoWPAN

Communication Management

Community Libraries

CortexⓇ-M Sensors Radio

Contiki
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 Development Tools  [HDK/SDK] 1



主な特徴・機能

製品仕様

Power
Line I/F

PLC
PHY

ARM
946E-S

GPIO

Serial
Flash

UART

AFE

BlueChip PLC [IEEE 1901]

1.2, 3.3 V
31.25 MHz

PLC method

CPU

System clock

2～28 MHz

Wavelet OFDM

IEEE 1901 full compliant

240 Mbps

Reed-Solomon, LDPC-CC

ARM946E-S
16 kbyte Instruction cache

125 MHz

GPIO, UART

0.4 W（Typ.）

0.07 W

1.2, 3.3 V

AES-128 bit

-40～+85℃

TQFP, 144pin, 16×16 mm

Peripheral I/F

Power 
consumption

Supply voltage

Operating temperature range

Modulation

PHY/MAC

PHY rate

Error correction

Frequency band

Package

Encryption

Ether
MAC

SDRAM
Controller

Memory
Controller

SDRAM Ether
PHY

Full access
Power save 
mode

PLC MAC
Package size 
16.0×16.0 mm

アプリケーション例

ブロードバンドによるマルチメディア配信(IPTV)や監視カメラ、Smart Grid、スマートメータ、Smart Home、Smart Buildingなどの分野

において、電力線や専用線を最大限利用可能です。

通信用LSI - BlueChip PLC
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BlueChip PLC（型番：KL5BPLC200WMP）は、日本発の国際標準規格IEEE 1901に完全準拠したブロードバンドPLC通信用LSIです。 

他の電力線通信方式や従来製品と比べて、小型化、高速化、低消費電力を実現しており、繋がり易く信頼性の高いPLCネットワーク

を構築できます。 また、BlueChip PLCとSubGHz帯無線通信用LSIであるBlueChip Wirelessを組み合わせたハイブリッド通信で、幅広

いエリアをカバーすることができます。



BlueChip PLC SDK BlueChip PLC Multi-hop SDK

Application

BlueChip PLC Application IP Stack

CMSR core

BlueChip PLC core

System Interface

OS

External Commands

Application

HD-PLC Application IP Stack

BlueChip PLC core

System Interface

OS

External Commands

UMAC

LMAC

UMAC

LMAC

CPU, Peripherals etc.
PLC MAC

PLC PHY

Ether MAC

Ether PHY
CPU, Peripherals etc.

PLC MAC

PLC PHY

Ether MAC

Ether PHY

Package size 
16.0×16.0 mm

アプリケーション例

大規模ネットワークが必要となるSmart Building、スマートメータなどの分野において、電力線や専用線を最大限利用可能です。

SDKの内容

主な特徴・機能

 ITU-T G.9905に準拠し、最適な通信経路を探索1
2  マルチホッピング機能により10段ホッピング、1024ノードまで対応

3 最大速度10Mbps(UDP/10hops時)の高速通信を実現

4 「Analog Front End」と「Baseband」の一体型チップ

5 Ethernet⇔EthernetおよびRS485⇔RS485Bridge機能を搭載

BlueChip PLCを用いた製品開発、評価、検証を行うためのソフトウェア開発ツールを提供します。

Software Development Kit [SDK]1

大規模なネットワーク構成の管理性を向上させるメンテナンス用アプリケーションです。

メンテナンス用アプリケーション“BCP Network Manager”2

通信用LSI - BlueChip PLC Multi-hop
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メガチップスはグローバルな体制で、世界中のお客様へ製品・サポートを提供しています。

グローバルネットワーク
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